
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２５年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２５年５月２８日（水）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２５年５月２８日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 5月21日

2 ＧⅢ 5月26日

不適合内容

【構内輸送中の３号起動変圧器（Ａ)からの絶縁油漏えいについて】
協力企業作業員が、３号起動変圧器（Ａ)の撤去作業において、当該変圧器を構内輸送していたところ、変圧器の
冷却器下部より絶縁油（低濃度ＰＣＢを含む）が漏えいしていることを確認（漏えい量約１０リットル）。
変圧器と冷却器を繋ぐ配管の弁を閉止し、漏えいが停止したことを確認。漏えいした絶縁油は流水がない側溝と道路
に留まっており、当該箇所の土回収、中和剤および吸着マットによる拭き取りにより回収済。
当該変圧器については漏えい箇所に吸着マットおよびビニールシートで養生を行い輸送を実施。

【大型機器除染装置における無停電電源装置故障警報発生について】
協力企業作業員が、フランジ型タンク除染作業の準備をしていたところ、大型機器除染装置の配電盤において、
「無停電電源装置故障」警報発生を確認。
大型機器除染装置については、主電源が停止した際に電源を供給する予備電源として、当該無停電電源装置の
ほかに非常用発電機も備えているため、運用に支障なし。
今後、当該装置の警報発生の原因について、調査予定。


